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What is J ST?
科学技術振興機構　理事長　

  日本科学未来館の毛利衛館長は、スペ

ースシャトルから、果てしない真っ暗な宇

宙の中にポツンと浮かぶ地球をみて、地

球は一つの運命共同体だと感じたそうです。

今、世界は、あらゆる面でグローバル化して、

一つの共同体に少しずつ向かいつつあ

るのではないでしょうか。

　しかし、現実には、国があり、グローバル

化の中で、頻繁な交流があり、激しい競争

になっています。この交流と競争は、政治、

経済、文化、スポーツ、科学技術などあら

ゆる面にわたっております。なかでも、科学

技術面を見ますと、産業界、教育界、政府、

家庭など、各層で科学技術を大切に思う

心などを含む総合的な競争になっておりま

す。このためには、許される資源を最大限

に投入すべきと考えますが、同時に重要

なことは資源は限られており、その中で最

適なシステムを築くことであると思います。

 わが国では、基礎研究の面では遅れて

いる、人材育成に問題がある、戦略的科

学技術の振興が行われていない、研究投

資に比べてアウトプットが少ない、大学の

活動に問題がある、知財活動が遅れてい

る等等、多くの問題が指摘されています。

 科学技術の面で、厳しい国際社会で生

き抜いて行くには、どうしたらよいのでしょう

か。小中高、大学の教育、大学院の教育

はいかにあるべきか。研究社会や大学は

今のままでよいのか。産業界にもっと資金

投入すべきか。戦略立案システムはわが

国に有るのか。さらには若い女性やお母

さん方に科学技術は大切だと思っていた

だけないと、科学好きの子供は育ちません。

わが国の科学技術をめぐる環境は明治

以来の大きな変化の中にあります。科学

技術は、あまりにも早く広く深く進んで、社会、

経済、政治そのものになりました。さらに大

きな改革が行われ、国立大学や国立研究

所の法人への移行は、抜本的にわが国

の科学技術環境を変えつつあります。

　21世紀の日本が目指すべき方向は、こ

れらを全て総合した「高度な知的社会の

構築」にあると私は信じます。日本は、今後、

創造的かつ総合的な力で、自ら道を切り

開き、進んでいかねばなりません。学校教育、

家庭や社会教育、大学や研究所、地域や

産業界など社会全体がその活動をレベ

ルアップする必要があります。

　科学技術振興機構（JST）は、激しい

国際競争にうち勝つ理想の科学技術社

会はいかにあるべきか、知的社会に向け

た日本の社会システムの最適化はいかに

あるべきかを常に模索して実施していくこ

とが任務であります。昨年はＪＳＴの中に

研究開発戦略センターを設置しました。こ

れからのＪＳＴの任務の実現に、大きな役

割を果たしてくれることと確信しています。

　これからもＪＳＴに対する社会からの要

請は、大きく変わってくるものと思います。

私たちは「黒子に徹する」気持ちで、社会

の要請に敏感的確に反応し、日本の最適

な知的社会の実現に向けて最大限の努

力をしていきたいと考えています。今後と

も皆様のご叱正、ご意見、ご支援を賜りま

すよう心よりお願い申し上げます。

（上）日本科学未来館には、宇宙から見た今の地球を映
し出すジオコスモスが常設展示されている。
（下）JSTは、子供たちに科学の楽しさを伝えるために、
科学館と学校との連携活動を展開している。風洞の中
で植物の種を飛ばして「飛ぶことの不思議」を学ぶ実験
風景（埼玉県所沢航空発祥記念館で）。
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求められる提案機能
現場知るコーディネーターに
田村：司会も兼ねて、手厳しくＪＳＴについ

て語ってくださいとのご要望ですので、私

から口火を切らせていただきます。科学

技術振興が日本の生きる道と言われて久

しいなか、第2期科学技術基本計画も最

終年に近づきました。JSTも独立行政法

人化して1年ですね。いろいろな点で節目

であり、仕事も大きく変わる時期に来てい

ます。これからの日本の科学技術はどうあ

るべきか、ＪＳＴは何をすべきかを考えて

みたいと思います。まずは小野田さん。産

業界の立場から、また独立行政法人の評

価をされている目で、どうＪＳＴをご覧にな

っていますか。

小野田：創設以来JSTの役割は、産業技

術として開花する日本発の創造的な科学

技術のイノベーションシステムの一環を担

うものだと理解しています。そして、その

環境整備のために多彩な仕事をする。こ

れらは変わらない機能です。独法化した

のは、国の政策の執行機関に自由度を与

え、創意工夫しやすいようにするためでし

ょう。執行部隊に期待したいのは、自分た

ちの仕事が国のグランドデザインの中でど

う位置づけられているかをしっかりと理解

すること。法人化したので、そこを自己点

検し、提案する自己判断機能を獲得した

のではないでしょうか。

　その際、このイノベーションシステムは産

業技術につなげることが最も重要なミッシ

ョンであることを肝に銘じてほしいですね。

科学技術庁と文部省が統合する省庁再

編のときに産業人が一番心配したのは、

産業技術が軽視される方向に変わるので

はないかということでした。その思いを

JSTはしっかり受け止めてほしいですね。

田村：歴史的に見ると、JSTは新技術事

業団と日本科学技術情報センターが合併

して誕生し、さらに戦略的創造研究推進

事業や科学技術理解増進事業など多様

な科学技術振興の基盤事業を推進して

きたのですが、一般社会の側から見ると、

研究者の支援組織というのか、国のサー

ビス機関というのか、いずれにしても顔が

見えない組織だったのではないでしょうか。

小野田：そうですね。私が特に期待した

いのは、現場をよく知っている執行機関と

しての役割です。現場の問題をとらえ、国

レベルのグランドデザインの提言や現在の

デザインの変更を、事実に基づいて行う機

能です。世のシンクタンクは末梢神経を持

っていませんが、JSTは末梢神経を持って

いる。だから、これを生かしてほしい。しか

も単なるコーディネーターではなく、企業と

も違う行政的な実施機能を持っている。

そのＪＳＴの特殊な機能をぜひ生かして

ほしいものです。

北澤：では私から申しますと、ＪＳＴの基本

任務の一つは大学や国研（国立研究機関）

を出発点とする日本の一貫したイノベーシ

ョンシステムです。この認識はかなり多くの

人が共有してきています。しかし、「シーズ

を生み出す基礎的研究」と「シーズを生

かす技術展開」とが、まだ組織的にも予

算的にもつながっていません。その両現

場をつなぐ責任が、独法化後のＪＳＴにあ

るのだと思います。いままでは「いやお役

所の組織が分かれているから」と言って

済ませていられましたが、いまは「あなた

たちＪＳＴの責任だ」と言われれば、その

通りと言わざるをえません。

田村：知財の取り扱いについても、国がす

べてを支配する方式から、より主体的に「現

場」に活躍してもらう方式に変わりましたね。

この点でもＪＳＴの業務は大きく変わらね

ばなりません。

北澤：かつてのように国の資金で国産技

術を開発し、その特許を国が保有し、国

が民間企業を選んで供与し、国産技術を

起こすという「国家主体型モデル」が過

去のものになった。これからは、たとえ国

のお金を使っても、研究現場である大学

や国研、民間企業が知財を取得し、それ

をより円滑に実施することで経済を活性

化し、結果的に税収が増えることで国民

に還元するという考え方に変わりました。

日本版バイ・ドール法と言われる今度の方

式と以前の方式とどちらが良いか議論の

あるところですが、選ばれた新方式を徹

底し成功させねばならないと思います。そ

のためにＪＳＴはこれまでの特許所有者の

立場から、「技術移転型やベンチャー創

出型」の研究の実施と「知財支援センター」

を中心とするインフラ整備を主任務に強

化していきます。多少の戸惑いはありまし

たが、既に舵は大きく切られました。

「気持ち良い競争」生む研究に
大学と同じ渦中のＪＳＴ
田村：日本は経済破綻の中でも過去１０年、

科学技術基本計画のもとに研究投資を

増やしてきましたが、競争的研究資金＊が

公正透明に配分され、大学や研究機関で

うまく活用されているか、気になります。以

前は、科学技術庁のもとで科学技術振興

調整費として国のトップダウン型プロジェク

トの研究を支援してきたのですが、総合

科学技術会議や文部科学省のもとで、研

究費配分の現状はどうなっていますか。

北澤：乱暴に言いますと、科学研究費補

助金（科研費）は研究者全体（申請数）

の3分の1弱に交付され、わが国の基礎研

究全体の基盤をつくる重要な意義を持ち

ます。平均すると研究課題1件あたり300

万円ほどです。一方、JSTが運営する戦

略創造研究では、科研費で形成された基

盤の中から重要戦略分野が選ばれ、さら

にその中の研究者1％程度が選ばれて、

10倍程度の研究費で5年間程度研究が

行われます。私自身の大学時代の実感と

しては、300万円では世界一流の研究は

難しい。戦略創造では5年の内には世界

をリードできる。戦略創造研究費（ERAT-

OやCREST、さきがけ）がもし日本になか

ったら、日本の世界一流の研究は今よりは

るかに少ないはずです。また、新たな分野

の開拓事例もずっと少なかったでしょう。

田村：研究費の使われ方について小野田

さんはどう見てますか。

小野田：私も大学の研究費が果たして上

手に使われているかどうかが心配です。

気持ちの良い競争社会ができているか、

人を育てているか。この２点が厳しく問わ

れるべきです。すなわち、若手研究者層

を十分取り込んで、広く斬新な着想が表

舞台に顕在化しているか、既存の実績や

権威に頼って将来の成長を促す視点が

不足していないか。国立大学や特殊法

人の独法化には乱暴なところがあり、リス

クもあると思いますが、教員組織について

も国レベルの制度改革と個々の大学レベ

ルの構造改革を急ぎ、「起承転結」の「転」

の時期を経験しなくてはならない。JSTも

同じ渦中にあるのではないかと感じます。

曲がり角の情報事業　
グランドデザイン再構築を
田村：科学技術情報の流通は研究活動

の国際化やインターネットの普及で環境が

大きく変化しましたが、日本から外国への

情報発信はどうですか。従来から日本は

情報を取るばかりで発信しないと批判さ

れてJSTが地道に努力してきましたね。で

も儲かるような事業ではないはずで、国が

きちんと継続発展させるべきだと思います。

民間に任せてしまうことになるのですか。

北澤：国内各学協会の英文を含む刊行

物をJ-Stageというインターネット・プラットホ

ームに載せ、海外アクセスを増やすために

国際的な文献データベースとのリンクを張

って、相互にクリックするだけで原論文を

見られる検索体制ができました。また、論

文投稿から査読の編集が可能になった

段階です。これも学会の研究者や事務局

というユーザーとシステム開発企業、ＪＳＴ

担当者との共同歩調がうまくとれた時に

進展が速くなったように見えます。

　J-Stageは国際的な実力が高まったこと

もあり、今後、過去に遡って論文をすべて

電子化する計画が進んでいます。そうす

れば学会は助かりますし、論文の引用も

増えると期待されるからです。しかしこの

ような学会・論文誌の発行事業は、世界で

は巨大な民間企業などによる寡占化も進

んでおり、今後の有料化の成否を含めて

まだ流動的な局面があることも予想されま

す。

田村：JOISという医学、工学から生物、化
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組織形態が大きく変わった日本の研究機関、国立大学、産業、そして科学技術振興機構（JST）。
日本の科学技術をめぐる環境は大きく変化しようとしている。
そのなかでJSTに突き付けられた課題は何か、またその使命は？　
産業人とジャーナリストがJST幹部に問いただす辛口交じりの3者座談会を特集した。

小野田武 おのだ・たける
文部科学省独立行政法人評価
委員会JST部会部会長
日本大学総合科学研究所教授
元三菱化学専務取締役

田村和子 たむら・かずこ
共同通信客員論説委員

北澤宏一 きたざわ・こういち
JST理事（総括担当）

田村和子　
ベテラン科学ジャーナリストとして国の
科学技術政策やJSTをウオッチしてきた。
切り込みの鋭さに定評がある。

小野田武　
総合化学メーカーの研究開発と経営をリ
ードしてきた産業人としての経験から、
日本の科学技術について活発に提言する。
力のある直球が持ち味。

北澤宏一　
2年前まで超伝導の研究者として知られ
た大学人だったが、立場を変えて研究を
サポートする責任者のひとりに。JSTに新
しい活力をもたらそうと奮闘中。
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みたいと思います。まずは小野田さん。産

業界の立場から、また独立行政法人の評

価をされている目で、どうＪＳＴをご覧にな

っていますか。

小野田：創設以来JSTの役割は、産業技

術として開花する日本発の創造的な科学

技術のイノベーションシステムの一環を担

うものだと理解しています。そして、その

環境整備のために多彩な仕事をする。こ

れらは変わらない機能です。独法化した

のは、国の政策の執行機関に自由度を与

え、創意工夫しやすいようにするためでし

ょう。執行部隊に期待したいのは、自分た

ちの仕事が国のグランドデザインの中でど

う位置づけられているかをしっかりと理解

すること。法人化したので、そこを自己点

検し、提案する自己判断機能を獲得した

のではないでしょうか。

　その際、このイノベーションシステムは産

業技術につなげることが最も重要なミッシ

ョンであることを肝に銘じてほしいですね。

科学技術庁と文部省が統合する省庁再

編のときに産業人が一番心配したのは、

産業技術が軽視される方向に変わるので

はないかということでした。その思いを

JSTはしっかり受け止めてほしいですね。

田村：歴史的に見ると、JSTは新技術事

業団と日本科学技術情報センターが合併

して誕生し、さらに戦略的創造研究推進

事業や科学技術理解増進事業など多様

な科学技術振興の基盤事業を推進して

きたのですが、一般社会の側から見ると、

研究者の支援組織というのか、国のサー

ビス機関というのか、いずれにしても顔が

見えない組織だったのではないでしょうか。

小野田：そうですね。私が特に期待した

いのは、現場をよく知っている執行機関と

しての役割です。現場の問題をとらえ、国

レベルのグランドデザインの提言や現在の

デザインの変更を、事実に基づいて行う機

能です。世のシンクタンクは末梢神経を持

っていませんが、JSTは末梢神経を持って

いる。だから、これを生かしてほしい。しか

も単なるコーディネーターではなく、企業と

も違う行政的な実施機能を持っている。

そのＪＳＴの特殊な機能をぜひ生かして

ほしいものです。

北澤：では私から申しますと、ＪＳＴの基本

任務の一つは大学や国研（国立研究機関）

を出発点とする日本の一貫したイノベーシ

ョンシステムです。この認識はかなり多くの

人が共有してきています。しかし、「シーズ

を生み出す基礎的研究」と「シーズを生

かす技術展開」とが、まだ組織的にも予

算的にもつながっていません。その両現

場をつなぐ責任が、独法化後のＪＳＴにあ

るのだと思います。いままでは「いやお役

所の組織が分かれているから」と言って

済ませていられましたが、いまは「あなた

たちＪＳＴの責任だ」と言われれば、その

通りと言わざるをえません。

田村：知財の取り扱いについても、国がす

べてを支配する方式から、より主体的に「現

場」に活躍してもらう方式に変わりましたね。

この点でもＪＳＴの業務は大きく変わらね

ばなりません。

北澤：かつてのように国の資金で国産技

術を開発し、その特許を国が保有し、国

が民間企業を選んで供与し、国産技術を

起こすという「国家主体型モデル」が過

去のものになった。これからは、たとえ国

のお金を使っても、研究現場である大学

や国研、民間企業が知財を取得し、それ

をより円滑に実施することで経済を活性

化し、結果的に税収が増えることで国民

に還元するという考え方に変わりました。

日本版バイ・ドール法と言われる今度の方

式と以前の方式とどちらが良いか議論の

あるところですが、選ばれた新方式を徹

底し成功させねばならないと思います。そ

のためにＪＳＴはこれまでの特許所有者の

立場から、「技術移転型やベンチャー創

出型」の研究の実施と「知財支援センター」

を中心とするインフラ整備を主任務に強

化していきます。多少の戸惑いはありまし

たが、既に舵は大きく切られました。

「気持ち良い競争」生む研究に
大学と同じ渦中のＪＳＴ
田村：日本は経済破綻の中でも過去１０年、

科学技術基本計画のもとに研究投資を

増やしてきましたが、競争的研究資金＊が

公正透明に配分され、大学や研究機関で

うまく活用されているか、気になります。以

前は、科学技術庁のもとで科学技術振興

調整費として国のトップダウン型プロジェク

トの研究を支援してきたのですが、総合

科学技術会議や文部科学省のもとで、研

究費配分の現状はどうなっていますか。

北澤：乱暴に言いますと、科学研究費補

助金（科研費）は研究者全体（申請数）

の3分の1弱に交付され、わが国の基礎研

究全体の基盤をつくる重要な意義を持ち

ます。平均すると研究課題1件あたり300

万円ほどです。一方、JSTが運営する戦

略創造研究では、科研費で形成された基

盤の中から重要戦略分野が選ばれ、さら

にその中の研究者1％程度が選ばれて、

10倍程度の研究費で5年間程度研究が

行われます。私自身の大学時代の実感と

しては、300万円では世界一流の研究は

難しい。戦略創造では5年の内には世界

をリードできる。戦略創造研究費（ERAT-

OやCREST、さきがけ）がもし日本になか

ったら、日本の世界一流の研究は今よりは

るかに少ないはずです。また、新たな分野

の開拓事例もずっと少なかったでしょう。

田村：研究費の使われ方について小野田

さんはどう見てますか。

小野田：私も大学の研究費が果たして上

手に使われているかどうかが心配です。

気持ちの良い競争社会ができているか、

人を育てているか。この２点が厳しく問わ

れるべきです。すなわち、若手研究者層

を十分取り込んで、広く斬新な着想が表

舞台に顕在化しているか、既存の実績や

権威に頼って将来の成長を促す視点が

不足していないか。国立大学や特殊法

人の独法化には乱暴なところがあり、リス

クもあると思いますが、教員組織について

も国レベルの制度改革と個々の大学レベ

ルの構造改革を急ぎ、「起承転結」の「転」

の時期を経験しなくてはならない。JSTも

同じ渦中にあるのではないかと感じます。

曲がり角の情報事業　
グランドデザイン再構築を
田村：科学技術情報の流通は研究活動

の国際化やインターネットの普及で環境が

大きく変化しましたが、日本から外国への

情報発信はどうですか。従来から日本は

情報を取るばかりで発信しないと批判さ

れてJSTが地道に努力してきましたね。で

も儲かるような事業ではないはずで、国が

きちんと継続発展させるべきだと思います。

民間に任せてしまうことになるのですか。

北澤：国内各学協会の英文を含む刊行

物をJ-Stageというインターネット・プラットホ

ームに載せ、海外アクセスを増やすために

国際的な文献データベースとのリンクを張

って、相互にクリックするだけで原論文を

見られる検索体制ができました。また、論

文投稿から査読の編集が可能になった

段階です。これも学会の研究者や事務局

というユーザーとシステム開発企業、ＪＳＴ

担当者との共同歩調がうまくとれた時に

進展が速くなったように見えます。

　J-Stageは国際的な実力が高まったこと

もあり、今後、過去に遡って論文をすべて

電子化する計画が進んでいます。そうす

れば学会は助かりますし、論文の引用も

増えると期待されるからです。しかしこの

ような学会・論文誌の発行事業は、世界で

は巨大な民間企業などによる寡占化も進

んでおり、今後の有料化の成否を含めて

まだ流動的な局面があることも予想されま

す。

田村：JOISという医学、工学から生物、化
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学、物理などの基礎部門をも幅広く含む

日本語のデータベースもありますね。

北澤：はい。特許出願などで先行技術調

査をする際に便利に使われるものですが、

これが現在問題を抱えています。カバー

している広い分野のうち臨床医学など儲

かる部分は他のデータベースが出来てき

たこと。また、化学の情報はケミカルアブス

トラクトサービスという米国化学会の巨大

データベースが日本の情報もカバーするよ

うになり、化学分野での使用頻度が下が

ったからです。

　カバー範囲は狭くはできず、ユーザー

の幅が狭まると収入だけが減る。この事

業は産業投資特別会計のお金が使われ

ていたために「利益を出す」のが義務で、

担当者は針のむしろに座らされている。

最終的には日本語データベースは要るか

どうか、国策として判断せねばなりません。

小野田：基本的なデータベース整備は国

しかできません。市場化が進んでも、ビジ

ネスとしては成り立たない科学技術データ

ベースは山ほどありますから。研究開発の

総費用に応じた情報関連費用は計上し

ておくべきです。ビジネスになる部分は民

間に委ね、そうでない部分は国がやる、そ

う整理されていくべきでしょう。ただし、ビジ

ネスの可能性があるにしても情報事業は

立ち上げに先行投資がいる。この部分は

JSTの事業として積極的にやる必要があ

ると思います。やがて市場化されるものを

JSTが扱う時に大事なのは、手放すタイミ

ングです。早いほどいいが、手放した瞬間

に市場が死んでしまっては意味がありま

せん。市場を育てるセンスを持って事業を

してほしいものです。

　世界的な激しい環境変化に適合した、

国としての科学技術情報に関わるグラン

ドデザインの再構築が必要であり、その中

でJSTの役割が明確にされるべきだと思

います。産投会計による事業の抜本的見

直しなど、JSTも現場感覚をベースに検

討し、国に建設的提案をするのが経営者

に課せられた重要な問題ではないでしょうか。

地方大学の活性化に期待
接着剤機能で顧客信頼を
田村：国立大学の急激な法人化は、まだ

混乱と手探りの状態ですが、地方大学では、

この時期をおいて大学改革できる時期は

ないと、教育の改革に熱心にとり組んでい

るところもあります。地域や産業との連携

によって大学での研究を活性化する必要

があると思います。そこにJSTとの新しい

接点があるのではないですか。

北澤：これまで大学で生まれた技術シーズ

を地元産業界に移転させることがJSTの

地域事業の中心でした。地方国立大学

はその地方最大の「産業」である場合も

多く、経済活動としてもインパクトが大きい。

地域の未来の活力に大きな影響があると

思います。大学が地域の知的活動の中

心として生まれ変わろうとするとき、ＪＳＴは

その強い味方となれるよう準備しておきた

いものです。

小野田：科学技術に関する地域事業は、

国立大学も法人化し、地方行政も独立性

が高まっているなかで、新しい機運が胎

動してきています。経済産業省も地域経

済活性化への施策を強化しています。こ

れらの動きがベクトルを合わせて相乗効

果を発揮することが期待されています。そ

のなかでJSTの立場は研究費分配機関

であり、コーディネーターであり、また黒子

に徹しなくてはならない部分もあり、確か

に難しい。支援する相手が自立できる力

をもったらJSTは手を引かなくてはならない。

ただし、まだ力の不足している相手には

一生懸命応援する。これぞJSTの伝統で

ある接着剤的な機能です。そこがちゃん

と機能するほど顧客からの信頼は厚くな

るはずです。

　重複、多層、肥大化したと非難を受け

ている行政の組織構造は、大胆な簡素化

と単純化への志向を強めています。一方

では、従来の優れた日本流の長所も破壊

してしまう危惧があります。JSTの柔軟で

多様な機能の維持には「顧客からの信頼」

が不可欠であることを、現場の一人一人

が十分意識してほしいものです。

理解増進事業は草の根支援で
双方向のコミュニケーションづくり
田村：もうひとつJSTの大きい課題は市民

と科学の問題です。科学技術基本法で

国民の科学技術理解増進の必要性が急

務とうたわれる一方で、理科嫌いや学問

離れが進むという教育の問題があり、JST

の理解増進事業にやたら大きな期待が

かかっているように見えます。まだ手探り

の域を出ない事業ですが、未来館（日本

科学未来館）をはじめとして今後どのよう

に進めていきますか。

北澤：世界的に国民は知る権利を行使し

たい、科学技術も専門家だけに任せてお

くわけにはいかないと考える時代です。国

民が知るチャンネルは多様で、JSTの理解

増進事業はそのごく一部です。学校でこ

れまでできなかったことを先生とともにでき

るようにするなど、ボランティア活動を中心

に多種の支援活動を行っています。その

中心が未来館です。「科学技術って夢が

ある。すごいな」「科学者や技術者ってカ

ッコいいな。自分もなりたいな」と子供たち

が感じて帰ってもらえる雰囲気を大切に

してほしいと思っています。

田村：従来、理解増進事業には原子力予

算も含めて官製プログラムがいろいろあり

ますが、国が直接事業をやるのはあまり感

心できませんね。NPOがやるのが本来で

はないでしょうか。ここ数年、日本でもボラ

ンティア活動がさかんになってきました。そ

のセンターの役割をJSTに期待します。

北澤：米国には多くのNPOが科学技術の

コミュニケーションの分野でも活躍していま

す。日本では残念ながらNPOが大規模に

活躍できない税制になっています。そこで、

税金を集めている国はNPOやボランティ

アの善意を生かし、草の根的に多チャン

ネルなサイエンスコミュニケーションが行わ

れるようにする責務があるはずです。

小野田：ボランティアとインタープリターを重

視するのは大賛成です。将来、インタープ

リターの経験を積んだ若者たちが、日本の

科学技術社会に新しい面をつくるだろう

と期待しているのです。さらに、私が期待

しているのは科学ジャーナリストですよ。

彼らをサポートし、横の連携をつけるなん

らかの機能を未来館が持ったらどうですか。

理解増進に大きい影響があるのです。

北澤：科学技術と国民の間の双方向のコ

ミュニケーションについては、現在、行政で

も科学技術関連の重点施策のひとつに

取り上げるようになりました。科学技術ジャ

ーナリストはそのコミュニケーションの頂点

に立つ人たちです。その周辺に多くのサ

ポーターグループがいて、子供たちと接す

るボランティアグループともつながっている。

そんな感じにしていきたいですね。中央

集権的なやり方ではなく、NPOやボランテ

ィアを中心として活発な活動ができるよう

なやり方を文科省もSPP事業（サイエンス

パートナーシッププログラム）といった形で

支援を始めていますが、もっともっときめ細

かくそして規模を充実させていってほしい

と思います。

熱意ある若い世代を支持
組織改革に企画マン精神を
田村：ＪＳＴでは、苦労して開発した事業

があるところまで育ってきたらそれを民間

に手放すという、非常に達成感を得るの

が難しい仕事をするわけですね。その意

味で職員に明確なモチベーションがないと

士気が高まりにくいと思います。JSTの組

織改革はどのように進めていますか。

北澤：耳の痛いところです…。いまJSTで

は特に40歳以下の若い層に不満が強い

と思います。その半数以上は企業の研究

開発などの立場から、科学技術の振興に

自分も何らかの寄与をしたいと思って入っ

てきた人たちです。熱意を持った彼らを不

満を持ったまま過ごさせている。これはわ

れわれ経営陣の責任です。ただ、われわ

れ自身も大学や国研の変化の方向を見

極めにくかった。だいぶ見えてきたところ

です。

　いまJSTでは問題意識を持つ若い人た

ちが自らの提案でワーキンググループを作

って動き始めています。私たち経営陣に

できることはこのような熱意ある人たちを

支持しつつ、ビジョンを掲げていかねばな

りません。正直のところ、JSTの未来イメー

ジについて詳細はまだ流動的です。今後

の大学改革の方向や産学連携の進み方

にも大きな影響を受けます。

田村：中からの力が大事ですね。こういう

仕事だからこそ、JSTに科学技術に対し

て情熱をもつ優秀な方がいてほしいですね。

小野田：JSTは行政組織だから、情報も

仕事も流れが上から下へです。少しは普

通の事業体に変わってもらって、流れが

下からも上がる双方向のメカニズムを経

営者がつくり、構成員もそれに応えて動か

ないと、JSTに求められている多様な機能

を円滑に発揮できないのではないですか。

多様な仕事をする特徴を組織体としての

強みに変えていくように考えていただきたい。

それとJSTの仕事のある部分は、企業で

いえば企画マンの仕事です。企画は事業

そのものをやるのではなく、考えてスタート

させるまでが仕事。事業は手から離れて

自立していくんです。手離さずにずっと握

っていたらバカと言われる。そういう性格

の仕事です。企画力が問われていると思

います。

北澤：その通り。JSTの中に「すぐやる課」

と「すぐやめる課」を作らねばいけませんね。

必要と分かっても始めるスピードが遅い、

始まったら止められないでは、行政の陥り

やすい罠にはまってしまいます。

小野田：これからの時代、ボランティアや

NPOなど多様な力がセットされ、国の仕組

みとして定着していく。そういう場に事業

を送り出して科学技術に関わる国全体の

周辺環境を広げていくのが今後の大事

な使命だと期待しています。

田村：期待と課題が続 と々出ました。ＪＳＴ

の今後の針路については、このほか大き

な環境変化が起きている法人化した大学

の研究活動や知財の取り扱いへの具体

的な対応など、なお議論を深めたい点も

残しておりますが、きょうはこれで終えたい

と思います。ありがとうございました。
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＊競争的研究資金

文部科学省の競争的研究資金には３種
類ある。研究者個々人の創意に基づくボ
トムアップ型として同省と日本学術振興会
で交付する科学研究費補助金が約1800
億円。2つ目は国の戦略目標を実現する
ための研究領域で研究者が応募するトッ
プダウン型の戦略創造研究費で約500億円。
ＪＳＴが運用する。3つ目が科学技術振興
調整費で、総合科学技術会議が省庁間
を調整、または緊急課題に対処して執行
する370億円。文科省が運営し、今年から
ＪＳＴが委託を受けて実施している。



学、物理などの基礎部門をも幅広く含む
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地方大学の活性化に期待
接着剤機能で顧客信頼を
田村：国立大学の急激な法人化は、まだ

混乱と手探りの状態ですが、地方大学では、

この時期をおいて大学改革できる時期は

ないと、教育の改革に熱心にとり組んでい
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ただし、まだ力の不足している相手には

一生懸命応援する。これぞJSTの伝統で

ある接着剤的な機能です。そこがちゃん

と機能するほど顧客からの信頼は厚くな

るはずです。

　重複、多層、肥大化したと非難を受け

ている行政の組織構造は、大胆な簡素化
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多様な機能の維持には「顧客からの信頼」
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理解増進事業は草の根支援で
双方向のコミュニケーションづくり
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してほしいと思っています。

田村：従来、理解増進事業には原子力予

算も含めて官製プログラムがいろいろあり
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心できませんね。NPOがやるのが本来で
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熱意ある若い世代を支持
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08 09血栓フリーのバイオ材料
誕生のストーリー

JST News vol.1/No.1

人工腎臓などの医療装置の中で血液が固まらない材料をつくろうーー。
その熱意が大学や企業の人と人とをつなげ、「血栓フリー材料」の開発が実を結んだ。
日本で誕生、工業化の難問をクリアして、医療機器、先端バイオデバイス、化粧品まで広く使われ始めた。

MPCポリマーを使った開発中の補助人工心臓（上）と
臨床検査用プレート（下）。

MPCポリマーを配合したコンタクトレンズ洗浄剤

細胞膜表面をおおうリン脂質

タンパク質

脂質二重膜
親水性部分

疎水性部分

リン脂質

　週に３回血液透析装置の世話になって

いる人が全国に22万人以上いる。腎臓の

機能が不十分なため、血液を体外の透

析装置に送って老廃物を除去し、再び体

内に戻す操作を受ける患者たちだ。透析

装置で老廃物を除去する機能を担うのは

ポリスルホン系樹脂製の膜（人工腎臓）で

ある。だが、装置のなかで血液が固まらな

いように、患者たちには毎回抗凝固剤の

投与が欠かせない。

材料の設計
細胞膜にねらい定める
　人工腎臓や人工心臓などの医療機器

には、材料として金属やセラミックのほか、

ポリスルホン系樹脂やポリウレタンなどの

工業用樹脂が使われてきた。しかし、こう

した材料は、血液と接触すると面倒な問

題を起こす。表面にタンパク質が吸着し、

それが引き金になって血栓が生じる。体

内に入れると、免疫反応のために生体に

よって拒絶され、材料自体の劣化も起こる。

　こうした生体反応が起こらない材料が

あれば、患者に治療のたびに抗凝固剤を

投与する負担をかけなくてよいはずだが、

現実には人間の身体を材料の都合に合

わせるという本末転倒な治療をおこなわ

ざるを得ない。

　医療分野にターゲットをしぼった材料デ

ザインが必要と考えて研究を進めてきた

東京大学の石原一彦教授は、血管内を

覆う内皮細胞に注目していた。この細胞

膜表面に似た構造をもつ材料を分子レベ

ルから設計すれば、血栓をつくらない理

想的な材料ができるのではないか。

　細胞膜の表面にはリン脂質が整列して

いる。リン脂質分子は親水性を持つ部分

が膜表面に顔を出し、疎水性の部分が

内側に並んでいる。こんな構造をもつ細

胞膜は、血液のなかでも表面が水分で潤

い、タンパク質がつきにくく、生体反応がお

こらない。

　1987年、東京医科歯科大学の中林宣

男教授（現・同大名誉教授）の教室に赴

任した石原氏は、中林教授が合成に成

功していたリン脂質構造をもつ高分子化

合物の原料モノマーMPC（2-メタクリロイ

ルオキシエチルホスホリルコリン）に出会っ

た。だが、製法は難しく、当時つくれる量

は１年にわずかに1g。製法の改良に取り

組んだ石原氏が高収量・高純度合成法

を編みだしたのは、それから間もなくのこ

とだった。

　今日、MPCは日本油脂（株）がモノマー

のベースで月産約500kgを製造する有力

な材料に育ちあがっている。商業生産を

始めて5年。製品のバラエティーも増えて

きた。

製造装置は
水を排除したガラス製
　日本油脂筑波研究所の村田敬重所長

（当時、現日本油脂常務・研究本部長）は、

こころざしと関心を同じくする仲間をつの

って「バイオ材料若手の会」を開催してい

た。1980年代終わりごろのことだ。半年に

１回、大学や企業の研究者が集まって、ざ

っくばらんに歓談するこの集まりで、村田

氏ははじめて石原氏に出会った。技術の

シーズは大学にあると考えていた村田氏は、

この集まりに期するところも無論あった。

　「リン脂質ならわれわれもやっていまし

たから、話を聞いて、このテーマはうちの

研究所の文化に合いそうだと直感が働き

ました」

　一方の石原氏は、87年には１年に１kg

のMPCポリマーをつくれるところまで、合

成法の工夫を重ねていた。MPCポリマー

は表面にタンパク質が付着しにくく、した

がって生体反応を効果的に抑制し、血栓

もできにくいことを明らかにした。さらに、

基材樹脂の表面をMPCポリマーで単純

に被覆するのではなく、樹脂とさまざまの

かたちで化学結合させることで確実に固

定する方法も確立していた。人工腎臓の

場合なら、ポリスルホン樹脂に５%程度の

MPCポリマーを混ぜて透析膜をつくれば、

血栓は生じない。

　日本油脂は97年、大分工場にMPCポ

リマー製造専用のプラン

トを立ち上げ、98年には

ポリマーの工業的な製

造にめどをつけた。

　製造工程は水分を嫌

ううえ、腐食性の高い物

質を使用するため、プラ

ント内部はすべてガラス

で造り上げる必要がある。

厳密な閉鎖系での反応

が必要なプロセスもあり、

また発生する塩化水素

などが外部へ漏れない

ように処理することも求

められた。よい触媒を見

つけ、効率のよい製造

工程が確立された。ここ

で生かされたのは過酸

化物のトップメーカーと

して蓄積された技術だ

った。それを駆使して99

年、工業化に成功。商

業ベースでの生産が始

まった。

人工肺などの医療応用
まずは海外で広がる
　最初に実現した用途は思いがけないも

のだった。化粧品の保湿剤である。水分

を保持するMPCポリマー（商品名リピジ

ュア）は、肌のしっとり感を保ち皮膚を保

護する効果が評価されて、現在、国内化

粧品メーカー150社の化粧品やヘアケア

用品に使われている。輸出も好調だ。

　タンパク質がつきにくく、いったんついて

も取れやすいMPCポリマーの特性を利

用したコンタクトレンズ洗浄液も、国内シェ

ア20%に達する勢いだ。さらに、ソフトコン

タクトレンズが、今、開発の最終段階に到

達している。

　さて、本命であるはずの医療への応用

はどうだろうか。「MPCポリマーの血液凝

固抑制データを見て、これはすごいと驚い

た」と、このポリマーを高く評価する村田

氏だが、医療分野に横たわる特有の壁の

高さを嘆く。国内での規制や保険点数と

いう技術自体では打ち破り難い壁の存在だ。

このため一足先にFDA（米国食品医薬

品局）の認可を受け、海外で人工肺や血

管拡張ステントとして活躍し始めた。

　日本油脂では、JSTから委託研究費と

して94～99年にかけて約8億円の融資を

受け、プラント建設資金をまかなった。村

田氏は「JSTの開発プロジェクトとなったこ

とは、社内で錦の御旗になった。集中的に

このプロジェクトに人員を投入できました」

と、この資金の別の効用を指摘する。返済

期間は5年（無利子）だ。

　石原教授は、研究の目標としてきた「ヒ

ューマンマテリアル」の実現になおも挑戦

を続けている。医療は材料の用途として

最も厳しい基準が求められる。血管カテ

ーテルについては2002年、ようやく厚生労

働省の認可が下りた。極細人工血管、補

助人工心臓、人工関節、皮下埋め込み血

糖センサーとインスリンポンプを組み合わ

せた人工膵臓…と、MPCポリマーを活用

した医療用機器は開発研究が進み、い

ずれも実用レベルまで到達した。さらに先

端バイオ研究で微量の測定や分析に活

躍するMPCポリマーを使ったバイオチップ

や器具も期待される用途だ。

（サイエンスライター  古郡悦子）
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08 09血栓フリーのバイオ材料
誕生のストーリー
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人工腎臓などの医療装置の中で血液が固まらない材料をつくろうーー。
その熱意が大学や企業の人と人とをつなげ、「血栓フリー材料」の開発が実を結んだ。
日本で誕生、工業化の難問をクリアして、医療機器、先端バイオデバイス、化粧品まで広く使われ始めた。

MPCポリマーを使った開発中の補助人工心臓（上）と
臨床検査用プレート（下）。

MPCポリマーを配合したコンタクトレンズ洗浄剤

細胞膜表面をおおうリン脂質

タンパク質

脂質二重膜
親水性部分

疎水性部分

リン脂質

　週に３回血液透析装置の世話になって

いる人が全国に22万人以上いる。腎臓の

機能が不十分なため、血液を体外の透

析装置に送って老廃物を除去し、再び体

内に戻す操作を受ける患者たちだ。透析

装置で老廃物を除去する機能を担うのは

ポリスルホン系樹脂製の膜（人工腎臓）で

ある。だが、装置のなかで血液が固まらな

いように、患者たちには毎回抗凝固剤の

投与が欠かせない。

材料の設計
細胞膜にねらい定める
　人工腎臓や人工心臓などの医療機器

には、材料として金属やセラミックのほか、

ポリスルホン系樹脂やポリウレタンなどの

工業用樹脂が使われてきた。しかし、こう

した材料は、血液と接触すると面倒な問

題を起こす。表面にタンパク質が吸着し、

それが引き金になって血栓が生じる。体

内に入れると、免疫反応のために生体に

よって拒絶され、材料自体の劣化も起こる。

　こうした生体反応が起こらない材料が

あれば、患者に治療のたびに抗凝固剤を

投与する負担をかけなくてよいはずだが、

現実には人間の身体を材料の都合に合

わせるという本末転倒な治療をおこなわ

ざるを得ない。

　医療分野にターゲットをしぼった材料デ

ザインが必要と考えて研究を進めてきた

東京大学の石原一彦教授は、血管内を

覆う内皮細胞に注目していた。この細胞

膜表面に似た構造をもつ材料を分子レベ

ルから設計すれば、血栓をつくらない理

想的な材料ができるのではないか。

　細胞膜の表面にはリン脂質が整列して

いる。リン脂質分子は親水性を持つ部分

が膜表面に顔を出し、疎水性の部分が

内側に並んでいる。こんな構造をもつ細

胞膜は、血液のなかでも表面が水分で潤

い、タンパク質がつきにくく、生体反応がお

こらない。

　1987年、東京医科歯科大学の中林宣

男教授（現・同大名誉教授）の教室に赴

任した石原氏は、中林教授が合成に成

功していたリン脂質構造をもつ高分子化

合物の原料モノマーMPC（2-メタクリロイ

ルオキシエチルホスホリルコリン）に出会っ

た。だが、製法は難しく、当時つくれる量

は１年にわずかに1g。製法の改良に取り

組んだ石原氏が高収量・高純度合成法

を編みだしたのは、それから間もなくのこ

とだった。

　今日、MPCは日本油脂（株）がモノマー

のベースで月産約500kgを製造する有力

な材料に育ちあがっている。商業生産を

始めて5年。製品のバラエティーも増えて

きた。

製造装置は
水を排除したガラス製
　日本油脂筑波研究所の村田敬重所長

（当時、現日本油脂常務・研究本部長）は、

こころざしと関心を同じくする仲間をつの

って「バイオ材料若手の会」を開催してい

た。1980年代終わりごろのことだ。半年に

１回、大学や企業の研究者が集まって、ざ

っくばらんに歓談するこの集まりで、村田

氏ははじめて石原氏に出会った。技術の

シーズは大学にあると考えていた村田氏は、

この集まりに期するところも無論あった。
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10 11サイエンスを楽しむ日英の高校生たち

　「イギリスの子って、切り替えがうまいんだ。

夜の宿舎では木刀を振り回したりして子

供っぽいけど、実験やセミナーになると集

中力がすごい」、「日本の高校生と好きな

映画や音楽の話をしたんだ。僕らと日本

人との違いなんて感じないよ」、「初日の

みそ汁がめちゃくちゃ塩辛かったから、み

そ汁の味を誤解されたんやないかと心配

やわ」と、口々に感想を語る日英の高校生

たち。

　ワークショップは８月23日～27日まで、立

命館大学びわこ・くさつキャンパスで開か

れた。主催した京都地区のSSH指定校4

校（立命館、京都府立洛北、京都市立堀川、

京都教育大学附属）からは19名、イギリス

のドレイトンマナーハイスクールとジョージア

ボットスクールからは12名が参加した。

　日英混成の6つの班を組み、班ごとにプ

ロジェクトに取り組む。そのテーマは、「時

計遺伝子のDNA分析」「スパゲッティブリ

ッジ」「ホームページの制作」の3種類。ワ

ークショップの1日を紹介しよう。

両国の先生が指導
「時計遺伝子」調べる
　ホームページの制作では、立命館大学

理工学部の島川博光先生の指導の下で、

京都やロンドンの観光ツアーを宣伝する

架空の旅行会社のホームページをつくる

課題に取り組んだ。HTMLというファイル

形式で画面をつくるのだが、プログラムの

使い方はすでにマスターしているようだ。

先生がホームページの設計方針を解説

する。「セールスポイントをうまく伝えて、客

を引きつけなければならない」、「読みや

すいことはもちろん、親近感と信頼感を与

えることも大切だ」…。

　バックグラウンドミュージックの流れるくつ

ろいだ雰囲気の中、班内部での相談が続

く。聞き取れない単語を電子辞書に打ち

込んでもらったり、班ごとにつくティーチン

グアシスタントに通訳してもらったりしながら、

画面が着 と々つくられていく。

　向かいの実験室では、別の班が「時計

遺伝子」を調べている。人間は24時間に

近い周期で眠くなったり、活動的になった

りする。このリズムをつくり出しているのが

時計遺伝子である。

　教壇に立っているのはイギリス・サリー

大学のハンス・C・M・シャンツ先生。時計

遺伝子のDNAの長さが長い人は朝型で

ある場合が多く、短いと夜型が多いことを

見つけた研究者である。DNAの長さの

違いを調べるための電気泳動という手法

について説明する。

　教卓の上のPCRという小さな装置が、

生徒たちのほほの内側の細胞から抽出し

たDNAのうち、時計遺伝子の部分だけを

大量に増やす。増やした自分のDNAに

色素を加え、プラスチックのプレートに入っ

たゲルにマイクロピペットで注入する。

DNAの長さの基準となるマーカーの溶液

や、対照溶液も注入しなければならない。

　シャンツ先生の指示を、立教英国学院

の岡野透先生が通訳し、生徒たちが操

作にとりかかる。ティーチングアシスタント

が細かく指導する。「14秒よ」、「その液を

入れちゃダメ」…。日本語と英語が飛び交

う中で、注入はなんとか終了。電気泳動を

始めると、注入したDNAがゆっくり動いて

いく。「こんなにきれいに動くんだ」と声が

あがった。

好意と良好環境に支えられ
最後は英語で発表
　参加校の先生たちと共に、生徒の様子

を見守っていたのは、クリフトン科学トラス

トのエリック・S・アルボーン氏。大学の科学

者と高校以下の科学教育を結びつける

活動を行っている。岡野先生と一緒にイ

ギリスでも今回のようなワークショップをす

でに2回開催している。今回の企画も、今

年3月に筑波で開かれたSSH生徒交流会

の際に、2人と京都の4校の先生たちが出

会ったことがきっかけだ。

　英国大使館が1万ポンドを支出し、日本

航空がこの額でイギリスからの参加者約

20名の往復航空券を引き受けた。会場と

なったびわこ・くさつキャンパスには、SSH

コースの生徒たちが主に使う建物があり、

実験室、パソコンルーム、講義室、小規模

なホールなどが設けられている。しかも、

キャンパス内には宿泊施設がある。こうし

た好意と好環境が重なって、今回のワー

クショップが実現した。

　最終日の午後、ホールで発表会が開か

れた。パワーポイントで画面をつくり、すべ

て英語で発表する。3つのプロジェクトを、

それぞれ2班が発表したが、どれも見応え

十分。笑いをとるための仕掛けや質問も

ちゃんと用意されている。構成を考えて分

担を決め、図やアニメーションをつくり、英

語の発表原稿を用意するにはたっぷり時

間をかけた。

　「開催前には、イギリスの生徒との交流

を通して、科学的素養への刺激、あわよく

ば方法論の学習を期待していましたが、

蓋を開けてみれば、コミュニケーションをと

りたくてもとれないというのが実態でした。

でも、科学をやるには英語が必要だと肌

で感じたことが、生徒たちにとっていちば

ん大きな収穫だったと思います」と、事務

局を務めた京都教育大学附属高等学校

の斉藤正治先生は、今回のワークショップ

の意義を語る。

　参加者の中には帰国子女など英語の

達者な生徒もいた。しかし、英語をあまり

話せない生徒も、彼らの陰に隠れてばか

りいたわけではない。一生懸命書いた英

語の原稿を読み上げるとつとつとした声

の中に、ともに取り組んだ５日間の体験を「伝

えたい」「分かり合いたい」という気持ちが、

強く表れていた。

（サイエンスライター  青山聖子）

京都地区のスーパーサイエンスハイスクール（SSH）＊4校が
「日英高校生サイエンスワークショップin京都2004」を共同開催した。
日本とイギリスの高校生が5日間寝食を共にし、“超高校”級の実験や実習に取り組むという
ユニークなプログラムである。文化交流会や京都探検などの行事も組み込まれ、
参加した高校生たちにとって忘れがたい夏の思い出となった。

＊スーパーサイエンス
ハイスクール（SSH）

「未来の科学者を育てる」を目標に、科学
技術、理科・数学教育を重点的に行う高
等学校。申請の中から文部科学省が指定、
JSTでは科学技術理解増進事業の一環
として支援している。指定期間は原則とし
て3年間で、大学やさまざまな研究機関の
協力を得て、各校が独自にカリキュラムや
プログラムを開発する。この制度は平成14
年度に始まり、これまでに全国で72校が指
定されている。年に１度、指定校の生徒代
表と先生が集まり、研究発表・交流会が開
かれている。 立命館大学理工学部野阪克義先生の指導で

完成したスパゲッティブリッジ

Exchange

電子辞書が大活躍マイクロピペットを操作する表情は真剣だ

「京都ツアーの目玉は何にしようかな…」
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局を務めた京都教育大学附属高等学校

の斉藤正治先生は、今回のワークショップ

の意義を語る。

　参加者の中には帰国子女など英語の

達者な生徒もいた。しかし、英語をあまり

話せない生徒も、彼らの陰に隠れてばか

りいたわけではない。一生懸命書いた英

語の原稿を読み上げるとつとつとした声

の中に、ともに取り組んだ５日間の体験を「伝

えたい」「分かり合いたい」という気持ちが、

強く表れていた。
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12 13打率10割の超天才バッター登場

写真の左から右
への一連の動作
の中で、飛んでく
る球の位置を確
認して高速で腕
を振りぬきなが
ら（スイング動作
）、腕の芯で球を
とらえるために
0.001秒ごとに
微妙に腕の位置
を調節している（

左バッターのイチロー選
手に対し、高速バッティン
グ・ロボットは右バッター。
2つの目は腕の前にセッ
トされる（上）。目となる
ビジョンチップ（下）。

戦略的創造研究推進事業のうち、公募型
かつチーム型研究のこと。文部科学省が
設定した社会的なインパクトが大きい戦略
目標を基に、ＪＳＴが研究プロジェクト領域を
選ぶ。その領域ごとに研究テーマが採択さ
れ、研究者代表は数人～20人程度のチー
ムを編成して研究を推進する。

＊CREST

海の向こうでは、イチロー選手がメジャーリーグ史上の最多安打を達成したが、
東京・本郷の東大キャンパスにも、すごい打者があらわれた。
ストライクゾーンに入る球ならどんな球でも打つことができる。
その名はーーー。

　彼には名前がない。単に高速バッティン

グ・ロボットと呼ばれているが、その視力は

素晴らしい。飛んでくる球の位置を1秒間

に1000回も認識できる。人間ではせいぜ

い30回だ。しかも、人間では目で見た後、

脳がその情報を処理して腕に指令が届く

までに0.2～0.5秒くらいかかるが、彼は

0.001秒の間に処理と指令も済ませてしま

う。指令に反応して、腕が動き出すまでに

も、0.002秒しかかからない。タテ約80cm、

ヨコ約60cmのストライクゾーンに来る球なら、

どんな変化球でも確実に打つ。

　

目と脳と筋肉の3つを
高速レベルで調和させる
　開発したのは、東京大学大学院情報

理工学系研究科の石川正俊教授（ＣＲＥ

ＳＴ＊「感覚運動統合理論に基づく『手と脳』

の工学的実現」研究代表者）のグループだ。

同グループの並木明夫同大講師は、｢彼

の世界では、球は常に止まって見えていま

す。そんな中で、ジャストミートするにはどう

したらよいかを、0.001秒ごとに考えている

わけです。動きを解析すると、腕を振りな

がら、球の動きに合わせて微妙に調整し

ているのがわかります」という。人間とは

違い、球の軌道を予測して打つのではなく、

軌道を常に認識しながら打っているのだ。

　石川教授のグループは、バッティング・ロ

ボットの前に、キャッチング・ロボットもつくっ

ている。このロボットはどんな球でも捕るこ

とができる。最近は、スローイング・ロボット

をつくろうかという話もある。ロボ・リーグが

できそうだが、もちろん開発の目的はそこ

にあるわけではない。

　｢人間の動きの素晴らしさは、目と脳と

筋肉の動きの速度が合っており、システム

全体として調和がとれていることにあります。

ところが、ロボットでは、三者のレベルがバ

ラバラなのです。これを何とかしなければ、

ロボットの明日はないと思いました｣と、石

川教授は野球ロボット開発の動機を語る。

　ロボットの場合、お金をかければ、処理

速度の非常に速い脳(コンピューター)を手

に入れることができる。それに比べると筋

肉(アクチュエーター)の動きは遅い。目(セ

ンサー)となると、人間と同じ30ヘルツ（１秒

間に３０回の認識）で格段に鈍かった。

　｢機械は人間よりずっと高速でパワフル

なシステムです。その特質をいかすには、

高速レベルで三者を調和させることが必

要で、これを実現させたかったのです｣

“基本原理”を守って
0．001秒の目に挑戦する
　最も苦労したのは目。約15年の歳月を

かけて、光を検出するセンサーとその情

報を処理する演算素子を画素ごとに結び、

一つのチップに集積した「ビジョンチップ」

を開発、1000ヘルツを実現した。

　バッティング・ロボットの場合、アクチュエ

ーターとして、軽量高速のロボット・マニュ

ピュレーター（腕）を導入した。4個の関節

をもち、普通のロボット・マニュピュレーター

の３～4倍速く、手先の最高速度は秒速6ｍ。

　目と腕の動きを協調させる手法も開発

した。バッティング・ロボットでは、腕を高速

に振り切るスィング動作と、球を腕の芯（し

ん）でとらえるヒッティング動作の両方のコ

ントロールが必要だ。スイング動作の軌道

はあらかじめ組み込まれているが、ヒッティ

ング動作はビジョンチップの情報に基づき

0.00１秒ごとに修正される。

　「システムの要はやはりビジョンチップで、

私たちが基本原理を忠実に守って開発し

てきたことが、今の成果につながりました」

と石川教授。米国の研究者は視覚情報

をアナログ情報で取り扱おうとしていたが、

グループはより難しく、より高い性能を生み

出すデジタル情報処理に果敢に挑戦した。

　そして、高速な現象をデジタル処理する

ためには、十分に高い周波数を実現する

必要があるという基本原理(サンプリング

定理)に徹底的にこだわった。「それが、ロ

ボット・システムでの1000ヘルツの達成だ

ったのです」

産業構造を一変させる
バッティング・ロボットの進化
　ビジョンチップを中心としたロボット・シス

テムの応用は、いろいろと考えられる。自

動車に組み込めば、自動運転も夢ではない。

コンピューターに組み込めば、ジェスチャー

で入力ができるようになり、ウェアラブル・コ

ンピューターにぴったりだ。しかし、まだま

だ先がある。

　｢いろんな課題を石川先生から突きつ

けられます。飛んでくる球にロボットが字を

書けるようにしろとか、打ち返した球がい

つも同じところに飛んで行くようにしろとか

…」と並木講師。

　これに対して、石川教授は、「飛んでく

る球に字が書ければ、ベルトコンベアを止

めずに、ロボットがネジ止めできるようになる。

同じところに打ち返せれば、ベルトコンベ

アがなくても製品を飛ばして同じところに

戻せるようになる」と答える。

　現在の産業用ロボットは、適当な環境を

与えてやらないと仕事をすることはできな

いし、止まった物しか扱えない。ヒューマノ

イドロボット(人間型ロボット)では、機械の

高速性という特質を殺して、人間並みの

遅い動きを実現することに力が入れられ

ている。このような現在のロボットの限界を

打ち破り、「環境の変化に瞬時に対応し、

動いている物も自在に扱えるダイナミックな

高速ロボットが開発されれば、まったく新し

い生産システムが誕生する」と石川教授

は考えている。

　「そうなると、産業構造は大きく変わる

でしょう。今の中国や東南アジアを中心と

した生産の水平分業というのも一変する

かもしれません」

　将来のロボット工場は、静かで無機的

なものではなく、ダイナミックで賑やかなも

のになりそうだ。

（サイエンスライター  由利伸子）

※このロボットに応用された関連技術の文献を調
べてみよう。詳細は次のページ。

Research&Development
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とができる。最近は、スローイング・ロボット

をつくろうかという話もある。ロボ・リーグが

できそうだが、もちろん開発の目的はそこ

にあるわけではない。

　｢人間の動きの素晴らしさは、目と脳と

筋肉の動きの速度が合っており、システム

全体として調和がとれていることにあります。

ところが、ロボットでは、三者のレベルがバ

ラバラなのです。これを何とかしなければ、

ロボットの明日はないと思いました｣と、石

川教授は野球ロボット開発の動機を語る。

　ロボットの場合、お金をかければ、処理

速度の非常に速い脳(コンピューター)を手

に入れることができる。それに比べると筋

肉(アクチュエーター)の動きは遅い。目(セ

ンサー)となると、人間と同じ30ヘルツ（１秒

間に３０回の認識）で格段に鈍かった。

　｢機械は人間よりずっと高速でパワフル

なシステムです。その特質をいかすには、

高速レベルで三者を調和させることが必

要で、これを実現させたかったのです｣

“基本原理”を守って
0．001秒の目に挑戦する
　最も苦労したのは目。約15年の歳月を

かけて、光を検出するセンサーとその情

報を処理する演算素子を画素ごとに結び、

一つのチップに集積した「ビジョンチップ」

を開発、1000ヘルツを実現した。

　バッティング・ロボットの場合、アクチュエ

ーターとして、軽量高速のロボット・マニュ

ピュレーター（腕）を導入した。4個の関節

をもち、普通のロボット・マニュピュレーター

の３～4倍速く、手先の最高速度は秒速6ｍ。

　目と腕の動きを協調させる手法も開発

した。バッティング・ロボットでは、腕を高速

に振り切るスィング動作と、球を腕の芯（し

ん）でとらえるヒッティング動作の両方のコ

ントロールが必要だ。スイング動作の軌道

はあらかじめ組み込まれているが、ヒッティ

ング動作はビジョンチップの情報に基づき

0.00１秒ごとに修正される。

　「システムの要はやはりビジョンチップで、

私たちが基本原理を忠実に守って開発し

てきたことが、今の成果につながりました」

と石川教授。米国の研究者は視覚情報

をアナログ情報で取り扱おうとしていたが、

グループはより難しく、より高い性能を生み

出すデジタル情報処理に果敢に挑戦した。

　そして、高速な現象をデジタル処理する

ためには、十分に高い周波数を実現する

必要があるという基本原理(サンプリング

定理)に徹底的にこだわった。「それが、ロ

ボット・システムでの1000ヘルツの達成だ

ったのです」

産業構造を一変させる
バッティング・ロボットの進化
　ビジョンチップを中心としたロボット・シス

テムの応用は、いろいろと考えられる。自

動車に組み込めば、自動運転も夢ではない。

コンピューターに組み込めば、ジェスチャー

で入力ができるようになり、ウェアラブル・コ

ンピューターにぴったりだ。しかし、まだま

だ先がある。

　｢いろんな課題を石川先生から突きつ

けられます。飛んでくる球にロボットが字を

書けるようにしろとか、打ち返した球がい

つも同じところに飛んで行くようにしろとか

…」と並木講師。

　これに対して、石川教授は、「飛んでく

る球に字が書ければ、ベルトコンベアを止

めずに、ロボットがネジ止めできるようになる。

同じところに打ち返せれば、ベルトコンベ

アがなくても製品を飛ばして同じところに

戻せるようになる」と答える。

　現在の産業用ロボットは、適当な環境を

与えてやらないと仕事をすることはできな

いし、止まった物しか扱えない。ヒューマノ

イドロボット(人間型ロボット)では、機械の

高速性という特質を殺して、人間並みの

遅い動きを実現することに力が入れられ

ている。このような現在のロボットの限界を

打ち破り、「環境の変化に瞬時に対応し、

動いている物も自在に扱えるダイナミックな

高速ロボットが開発されれば、まったく新し

い生産システムが誕生する」と石川教授

は考えている。

　「そうなると、産業構造は大きく変わる

でしょう。今の中国や東南アジアを中心と

した生産の水平分業というのも一変する

かもしれません」

　将来のロボット工場は、静かで無機的

なものではなく、ダイナミックで賑やかなも

のになりそうだ。

（サイエンスライター  由利伸子）

※このロボットに応用された関連技術の文献を調
べてみよう。詳細は次のページ。

Research&Development
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「JDreamPetit」で探そう

14

  キーワードで探す

　ログインすると、JSTPlus、JMEDPlus、 

JST7580のどのデータベースを検索する

かを選ぶ画面が出る。高速バッティング・

ロボットなら科学技術全分野を網羅する

JSTPlusだ。

　JSTPlusを選ぶと、キーワードを打ち込

む画面が出る。キーワードは複数個入れ

られる。絞り込みのために、発行年や言語、

発行国などの項目も用意されている。

　キーワード欄に「視覚 ビジョン」AND「打

撃 バッティング」AND｢ロボット｣と入れる。

視覚とビジョンの関係はORを選択した（○A ）。

　検索ボタンを押すと12件がヒットし、文

献の標題と掲載雑誌名が表示される（○B ）。

　文献の標題をクリックすると、著者名や

抄録（論文の概要）などが示される（○C ）。

　○C の｢高速打撃動作におけるマニピュ

レーターのオンライン軌道生成｣は、石川

教授グループの論文だ。この論文のコピ

ーを取りたい時は、画面から申し込む。郵

送、ファックス、E-mailの3種が選べ、郵送

の場合、郵送料込みで1部当たり平均

1000円程度（ページ数で変動する）で、

約3～4営業日で手元に届く。

 目的に合わせて
 キーワードを選ぶ
　キーワードを「ロボット」AND「野球」と

広く設定すると33件ヒット。イチロー選手

のホームラン・スウィングを解析し、野球ロボ

ット開発の基礎資料にするというのも入っ

てくる。反対に「高速」AND「打撃 バッテ

ィング」AND｢視覚 ビジョン｣と入れると、

石川教授グループの論文1件のみヒット。

　どの範囲の文献がほしいか、自分の目

的に合わせてキーワードを選んでいくこと

が大事だ。トライ・アンド・エラーの過程も、「ふ

ーん、こうなるのか」と、けっこう楽しめる。

失敗を覚悟
好奇心が確信に変わった

JDreamPetitとは？
・1回限りのサービスと月額サービスがある。
どちらもクレジット決済で、1回限りは
200円で利用でき、月額サービスは1カ月
3000円で何回でも検索できる。

・搭載されているデータベースは3種で、日
本語ベースの総計2000万件（28年分）。 
　JSTPlus：科学技術のすべての分野に関す
る文献情報を1981年から約1400万件収録。
　JMEDPlus：国内発行の医学薬学・生物化学
の文献情報を1981年から約290万件収録。
　JST7580：JSTPlusの1975年～80年ま
での約220万件収録。

　「私たちが目指しているのは、『電荷』と

『スピン』という電子の２つの基本的な性

質を同時に利用した、ちょっと欲張りな電

子デバイス（装置）です」。多忙なスケジュ

ールに追われる大野教授だが、自ら切り

開いた研究分野の目標について聞くと、

笑顔でこう説明した。

　現在のエレクトロニクスは、メモリや

CPUなどの半導体素子が主役を務める。

これらは電子の「電荷」を上手に利用し、

膨大な量の計算や、情報の高速な書き込

みと読み取りをさせている。

　もう一方の主役は、ハードディスクに代

表される磁気記録装置。「スピン」の整列

によって生まれる小さな磁石の向きを０と１

の情報に対応させ、大量の情報を半永久

的に蓄積している。ところが、半導体でこ

の２つの性質を同時に利用する試みは皆

無だった。

　大野教授が半導体スピントロニクスの

着想を得たのは、IBMワトソン研究所の

客員研究員となる1988年のこと。「アメリ

カで何をやろうか考えているうちに、磁性

は私にとって未知の分野だったので、半

導体と組み合わせると新しいチャレンジが

できるのではないかと思ったのです。まっ

たくの好奇心からです」

　しかし研究する材料がこの世に存在し

ない。失敗覚悟で材料開発に取り組み、

幸いにもインジウムヒ素という半導体に強

磁性体のマンガンを組み込んだ材料を作

ることに、世界で初めて成功。好奇心は

確信へと変わっていく。

　日本に戻って２年、大野教授の研究の

萌芽は「さきがけ」＊のプロジェクトとして

採用された。取り組んだのは、ガリウムヒ

素半導体の磁性化だ。1996年に成功し

たこの成果は、世界の注目を集め、論文

の引用数は今や500件を超える。

　この論文はなぜこれほど注目されたのか。

ガリウムヒ素は、高速の電子素子としてだ

けでなく、半導体レーザーなど光素子とし

ても、広く使われている材料だ。

　「そんな身近な半導体が、磁性体にも

なったからみんな驚いたのです」。

　電気と光の統合のみならず、電荷とス

ピン（磁性）の統合も可能であることを示し、

まさに新しいエレクトロニクスの誕生を宣

言する成果となった。

　「でも、『さきがけ』に採用されることが

なかったら、半導体スピントロニクスの今

のような大きな飛躍はなかったかもしれま

せん」

　実際、大野教授はその後「半導体スピ

ントロニクス」の基礎となる成果を次々と

発表し、世界に衝撃を与え続けている。

今年“nature”に発表した論文では、磁

性半導体構造を作り、電流によってスピン

の境界（磁壁）の位置が変えられること、

つまりスイッチング素子ができることまで実

証した。これは2002年から始まったERA-

TO＊＊の「大野半導体スピントロニクス」プ

ロジェクトの成果でもある。

　「私たちのデバイスはまだ低温でしか動

作しませんが、だからダメなのではない。

大事なのは“ここを伸ばせ”というプラス

の評価で、日本ではこの点がもっと強調さ

れるべきです。実証デバイスという目標とと

もに、トップランナーの使命として磁性半導

体の基本現象の探求を進めていきたい」

ときっぱりと語る。

 切れ味鋭い頭脳に芯の強さと視野の広

さを併せ持つ人とお見受けした。

  （サイエンスライター  松尾義之）

※科学技術全分野を網羅するデータベース
JSTPlusには、大野教授の論文約200件が収録
されています。書誌情報速報サービスJDream-
Dailyを利用すると、同教授の最新論文のタイトル、
掲載雑誌名などを知ることができます。
http://pr.jst.go.jp/jdreamdaily/

2 ログインする／
 テーマ別一覧を見る
　探したい文献のキーワードや著者など

が分かっている場合は「ログイン」しよう。

分野は分かっていても、キーワードが絞り

込めない時や漠然としている時は「テー

マ一覧」が便利だ。10分野にわたる約

100テーマとその概要が載っている。テー

マからも文献の概要にアクセスできる。

　「テーマ一覧」には、Ｇoogle、YAHOO

など外部の検索エンジンからも入れる。

1

3

People

＊さきがけ

国が選んだ重点的戦略目標を進め
るための研究システムの一つ。公募
で選ばれた個人研究者を、メンター
の役割を果たす領域総括と、先輩の
役割果たす領域アドバイザーが支援
する。1人の領域総括に20～40人の
個人研究者が集い、道場的な雰囲
気をもつ。「さきがけ牧場」とよばれる
こともある。

＊＊ERATO

科学技術の新たな地平を拓くことを
目的とした、先端的かつ世界でも最
大規模の研究プロジェクト。期間は5
年で、研究費の総額は平均15億円、
年間4件選ばれる。研究総括とよば
れる卓越したリーダーを中心に、20
人以上のメンバーでチームを組み、
研究を進めていく。

打率10割の高速バッティング・ロボットについてもっと知りたい、
ロボット・リーグの実現性がどんなものか知りたい、
そんなときは、10月4日からサービスを開始したデータベース「JDreamPetit」で調べてみよう。

エレクトロニクス分野で、独創的な研究者を輩出してきた東北大学電気通信研究所。
ここで「半導体スピントロニクス」という研究分野が誕生し、成長しつつある。
生みの親は大野英男教授だ。

東北大学教授　大野英男
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かを選ぶ画面が出る。高速バッティング・

ロボットなら科学技術全分野を網羅する

JSTPlusだ。

　JSTPlusを選ぶと、キーワードを打ち込

む画面が出る。キーワードは複数個入れ

られる。絞り込みのために、発行年や言語、

発行国などの項目も用意されている。

　キーワード欄に「視覚 ビジョン」AND「打

撃 バッティング」AND｢ロボット｣と入れる。

視覚とビジョンの関係はORを選択した（○A ）。

　検索ボタンを押すと12件がヒットし、文

献の標題と掲載雑誌名が表示される（○B ）。

　文献の標題をクリックすると、著者名や

抄録（論文の概要）などが示される（○C ）。

　○C の｢高速打撃動作におけるマニピュ

レーターのオンライン軌道生成｣は、石川

教授グループの論文だ。この論文のコピ

ーを取りたい時は、画面から申し込む。郵

送、ファックス、E-mailの3種が選べ、郵送

の場合、郵送料込みで1部当たり平均

1000円程度（ページ数で変動する）で、

約3～4営業日で手元に届く。

 目的に合わせて
 キーワードを選ぶ
　キーワードを「ロボット」AND「野球」と

広く設定すると33件ヒット。イチロー選手

のホームラン・スウィングを解析し、野球ロボ

ット開発の基礎資料にするというのも入っ

てくる。反対に「高速」AND「打撃 バッテ

ィング」AND｢視覚 ビジョン｣と入れると、

石川教授グループの論文1件のみヒット。

　どの範囲の文献がほしいか、自分の目

的に合わせてキーワードを選んでいくこと

が大事だ。トライ・アンド・エラーの過程も、「ふ

ーん、こうなるのか」と、けっこう楽しめる。

失敗を覚悟
好奇心が確信に変わった

JDreamPetitとは？
・1回限りのサービスと月額サービスがある。
どちらもクレジット決済で、1回限りは
200円で利用でき、月額サービスは1カ月
3000円で何回でも検索できる。

・搭載されているデータベースは3種で、日
本語ベースの総計2000万件（28年分）。 
　JSTPlus：科学技術のすべての分野に関す
る文献情報を1981年から約1400万件収録。
　JMEDPlus：国内発行の医学薬学・生物化学
の文献情報を1981年から約290万件収録。
　JST7580：JSTPlusの1975年～80年ま
での約220万件収録。

　「私たちが目指しているのは、『電荷』と

『スピン』という電子の２つの基本的な性

質を同時に利用した、ちょっと欲張りな電

子デバイス（装置）です」。多忙なスケジュ

ールに追われる大野教授だが、自ら切り

開いた研究分野の目標について聞くと、

笑顔でこう説明した。

　現在のエレクトロニクスは、メモリや

CPUなどの半導体素子が主役を務める。

これらは電子の「電荷」を上手に利用し、

膨大な量の計算や、情報の高速な書き込

みと読み取りをさせている。

　もう一方の主役は、ハードディスクに代
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の情報に対応させ、大量の情報を半永久
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無だった。

　大野教授が半導体スピントロニクスの
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カで何をやろうか考えているうちに、磁性

は私にとって未知の分野だったので、半

導体と組み合わせると新しいチャレンジが

できるのではないかと思ったのです。まっ

たくの好奇心からです」

　しかし研究する材料がこの世に存在し

ない。失敗覚悟で材料開発に取り組み、

幸いにもインジウムヒ素という半導体に強

磁性体のマンガンを組み込んだ材料を作

ることに、世界で初めて成功。好奇心は

確信へと変わっていく。

　日本に戻って２年、大野教授の研究の

萌芽は「さきがけ」＊のプロジェクトとして

採用された。取り組んだのは、ガリウムヒ

素半導体の磁性化だ。1996年に成功し

たこの成果は、世界の注目を集め、論文

の引用数は今や500件を超える。

　この論文はなぜこれほど注目されたのか。

ガリウムヒ素は、高速の電子素子としてだ

けでなく、半導体レーザーなど光素子とし

ても、広く使われている材料だ。

　「そんな身近な半導体が、磁性体にも

なったからみんな驚いたのです」。

　電気と光の統合のみならず、電荷とス

ピン（磁性）の統合も可能であることを示し、

まさに新しいエレクトロニクスの誕生を宣

言する成果となった。

　「でも、『さきがけ』に採用されることが

なかったら、半導体スピントロニクスの今

のような大きな飛躍はなかったかもしれま

せん」

　実際、大野教授はその後「半導体スピ

ントロニクス」の基礎となる成果を次 と々

発表し、世界に衝撃を与え続けている。

今年“nature”に発表した論文では、磁

性半導体構造を作り、電流によってスピン

の境界（磁壁）の位置が変えられること、

つまりスイッチング素子ができることまで実

証した。これは2002年から始まったERA-

TO＊＊の「大野半導体スピントロニクス」プ

ロジェクトの成果でもある。

　「私たちのデバイスはまだ低温でしか動

作しませんが、だからダメなのではない。

大事なのは“ここを伸ばせ”というプラス

の評価で、日本ではこの点がもっと強調さ

れるべきです。実証デバイスという目標とと

もに、トップランナーの使命として磁性半導

体の基本現象の探求を進めていきたい」

ときっぱりと語る。

 切れ味鋭い頭脳に芯の強さと視野の広

さを併せ持つ人とお見受けした。

  （サイエンスライター  松尾義之）

※科学技術全分野を網羅するデータベース
JSTPlusには、大野教授の論文約200件が収録
されています。書誌情報速報サービスJDream-
Dailyを利用すると、同教授の最新論文のタイトル、
掲載雑誌名などを知ることができます。
http://pr.jst.go.jp/jdreamdaily/

2 ログインする／
 テーマ別一覧を見る
　探したい文献のキーワードや著者など

が分かっている場合は「ログイン」しよう。

分野は分かっていても、キーワードが絞り

込めない時や漠然としている時は「テー

マ一覧」が便利だ。10分野にわたる約

100テーマとその概要が載っている。テー

マからも文献の概要にアクセスできる。

　「テーマ一覧」には、Ｇoogle、YAHOO

など外部の検索エンジンからも入れる。

1

3

People
＊さきがけ

国が選んだ重点的戦略目標を進め
るための研究システムの一つ。公募
で選ばれた個人研究者を、メンター
の役割を果たす領域総括と、先輩の
役割果たす領域アドバイザーが支援
する。1人の領域総括に20～40人の
個人研究者が集い、道場的な雰囲
気をもつ。「さきがけ牧場」とよばれる
こともある。

＊＊ERATO

科学技術の新たな地平を拓くことを
目的とした、先端的かつ世界でも最
大規模の研究プロジェクト。期間は5
年で、研究費の総額は平均15億円、
年間4件選ばれる。研究総括とよば
れる卓越したリーダーを中心に、20
人以上のメンバーでチームを組み、
研究を進めていく。

打率10割の高速バッティング・ロボットについてもっと知りたい、
ロボット・リーグの実現性がどんなものか知りたい、
そんなときは、10月4日からサービスを開始したデータベース「JDreamPetit」で調べてみよう。

エレクトロニクス分野で、独創的な研究者を輩出してきた東北大学電気通信研究所。
ここで「半導体スピントロニクス」という研究分野が誕生し、成長しつつある。
生みの親は大野英男教授だ。

東北大学教授　大野英男
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約30年前に読んだが、今で

も強烈に覚えている箇所が

ある。「ダーウィンの著書以来、

生物学史上でもっとも画期

的といえる発見の一翼をに

なうことになる」と、あの論文

のタイプを妹に頼む所。投稿

後の｢今日で私も25歳、もう

常識はずれのことをする年で

はなくなったのだ｣という結び。

村井眞二／化学者。JSTの上席フェロー、プラザ大
阪館長、さきがけ研究総括。阪大時代、村井研究室
では、唐招提寺観月讃仏会や若草山山焼きなど学
生が経験すべき行事を、独自の必修単位としていた。

発行日／平成16年10月
編集発行／独立行政法人 科学技術振興機構 総務部広報室
〒102-8666　東京都千代田区四番町5-3　サイエンスプラザ　
電話／03-5214-8404　FAX／03-5214-8432　
E-mail／jstnews@jst.go.jp　ホームページ／http://www.jst.go.jp

10月は、本を読むにも、物を考えるにも、行事を楽しむにも、いい季節。
サイエンスのいろんな場面を楽しもう。私のコメントが参考になれば…。

Image Exhibition & EventBook

Book

が選ぶ村 井 眞 二

10月の本・展示・イベント

DNAの構造を発見
ワトソンの青春物語

「ローカルな相互作用から生

まれるグローバルな秩序」「個

別の意志決定から自己組織

化される集団の創造力」と

いう｢創発｣現象を、粘菌な

どの生物から、各種ネットワ

ークで繋がった人間社会ま

で追いかける醍醐味。「本

書のアイディアはわたしの30

歳の誕生日プレゼントから始

まった」という謝辞も印象的か。

気鋭の評論家が
創発を追う

民博はひいきにしている博

物館。地球上のあらゆる人々

の文化を展示しているが、

スケールが大きく、とてもき

れい。学問的な確かさもし

っかり感じられる。まさに、

博物館ならでの醍醐味。特

別展の「アラビアンナイト大

博覧会」も、ぜひ。

博物館のおもしろさと中東文化
モーツァルトやショパンなど

のピアノ演奏に耳を傾けま

せんか。そして、最新のプ

ラネタリウム｢MEGASTAR-

Ⅱcosmos（メガスターⅡコス

モス）｣で深まる秋の夜空を

楽しむ。東京湾の秋の夕暮

れを眺めながら家路に…。

土曜日の午後にちょっと洒落っ気を

Profile
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二重らせん
ジェームス・ D・ワトソン 著
江上不二夫／中村桂子 訳
講談社文庫　490円（税込）

創発
スティーブン・ジョンソン 著
山形浩生 訳
ソフトバンクパブリッシング
1890円（税込）

国立民族学博物館
アラビアンナイト大博覧会　
2004年9月9日（木）～12月7日（火）
http://www.minpaku.ac.jp/museum/

サイエンスカフェ・ウィークエンド・コンサート
日本科学未来館サイエンスカフェ
第6回 10月23日（土）14:00～14:30　本村佳子（ピアノ）
第7回 11月27日（土）14:00～14:30　佐藤恭子（ピアノ）
http://www.miraikan.jst.go.jp/

サイエンスチャンネル 未来を創る科学者達
第56回「非接触ICカードが拓くネットワーク社会～椎橋章夫～」
2004年11月25日（木）15：30～16：00　
http://sc-smn.jst.go.jp/

中国が、さまざまな場面でキ

ャスティングボードを握りつ

つある。科学技術の分野で

も、着実に力をつけている

のが、論文数などからよくわ

かる。そんな中国の現在の

姿を、光と影の両方から追

いかけたこの番組をじっくり

見て、その豊かな可能性と

深い矛盾について思いを

馳せてみませんか。

Image
21世紀の大国｢中国｣をどう捉える？

NHKスペシャル データマップ 63億人の地図
第8回「中国　豊かさへの模索」
2004年10月24日(日)　総合21:00～21:52
http://www.nhk.or.jp/datamap/

非接触型のSuica（スイカ）や

ICOCA（イコカ）のカードを実

現するための技術者の頑張

りがよくわかる。この番組を

見た後は、自動改札機の上

にお椀型の磁場が浮かんで

いるのがきっと見えるだろう。

JR自動改札機の磁場はどんな形？
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